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会  議  記  録 

 

 

件
名 

令和５年度第２回芦別市部活動改革検討協議会 

日
時 

令和５年１２月１日（金）18:00 ～19:30 場
所 

市役所３階第１会議室 

出 

席 

者 

■検討協議会委員 

会長、副会長、委員１４名（欠席３名） 

■教育委員会 

 教育長、学務課長、体育振興課長、学校教育係長、社会教育係長、体育振興係長、 

学校教育係主査 

内                  容 

１ 開会（学務課長） 

２ 会長あいさつ 

  皆さんこんばんは。時間も遅くなってございますので１時間半程度で会議を終了させたいと

思います。スムーズかつ実りの多い検討協議会になりますよう、皆様方のご協力をお願い申し

上げます。 

３ 議事 

 ⑴ 第１回検討協議会結果 

事務局より資料に基づき説明 

 ⑵ 休日における部活動の地域移行に関するアンケート調査結果 

事務局より資料に基づき説明 

【会長】 ただいま事務局より説明がありました。後ほど意見交換の場を設けさせていただいて

おりますので、今後の進め方等に関するご意見などについては意見交換のところでご発

言いただければと思います。議事の（１）第１回検討協議会結果について、資料１の内

容についてご質問等がございましたらご発言をお願いします。 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

部活動の地域移行について検討協議会を立ち上げて検討しているが、学校が部活動の地域移行

を拒否することは可能か。例えば、中学校の部活動の顧問の先生が一所懸命にやっているので地

域ではなく学校だけでやりますということができるのか、そうではなく、国の方針に基づき、教

職員の働き方改革や部活動環境を考慮して、強制的に進めなければならないのか、教えていただ

きたい。 

【事務局】 国の制度の中では、強制的に部活動の地域移行を進めるものではなく、種目に応 

じて可能なものから進めるようにとされており、場合によっては地域連携や現行ど 

おり学校において部活動指導を続けていくものある。 

強制的な取組ではないことをご理解いただきたい。 

【会長】 議事の（２）休日における部活動の地域移行に関するアンケート調査結果について、

ご質問ですとかご意見等があればご発言をお願いします。 

【委員から特に意見なし】 
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内                  容 

 ⑶ 先進地視察結果 

事務局より資料に基づき説明 

【会長】 ただいま事務局より説明がありました。後ほど、先進地視察に参加された委員の皆

様より感想をお願いしたいとのことでありましたが、まずは、資料３の内容につい

て、ご質問ですとかご意見等があればご発言をお願いします。 

【委員から特に意見なし】 

【会長】 それでは、視察に参加された委員の皆様より感想をいただきたいと思いますが、視

察に参加されてみて新たに気づいたことや、芦別でも取り入れてみたいこと、印象に

残ったことなど、どんなことでも結構ですのでご発言いただければと思います。参加

されていない委員の方もいらっしゃいますので、登別市と留萌市を区切って進めさせ

ていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

お時間の都合もございますので、お一人さま２分以内でお願いします。 

◆登別市 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

登別市の状況を見るとまだ市内だけで部活動が維持できている。芦別市は、既に市内単独で

は実施が難しいスポーツが出ている中で、他の市町との連携を視野に入れないと今後団体競技

は難しいという印象を受けたところである。 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

芦別市は少子高齢化が問題となっている。文化連盟としても芦別単独でできなければ、近隣

の市町との連携が必要であると考えているが、これを長い目で見て考えるか、それとも、人口

減少に合わせて短期的に考えるかだと思っている。伸びていく子どもはそういった高校に進学

していくが、地元の高校に残る子どももいるので、そういった子どもを大切に育てていく必要

があると感じている。 

【委員（公募委員）】 

中学校が複数校ある地域であるので越えなければならない課題も多いと感じた。逆に芦別市

は中学校が１校なのでハードルは低いと思うので地域移行に関してはスムーズにいくのではな

いかと感じた。その一方で心配な点としては、指導者の部分で、保護者としては安心して任せ

られるかが心配なので、ティーチングスキルやコーチングスキルをどうしていくのかを考える

必要がある。また、運営の部分で、市からそれほど多くの財源、委託料がない中、専属のコー

チを雇えるだけの余裕もなく、どのようにして長い期間それを担保していくのかが課題である

と感じた。 

【委員（ＰＴＡ関係者）】 

部活動の地域移行には莫大な費用が必要になってくるという印象を持った。また、指導者の

大半が学校の先生で８名中７名であった。芦別モデルをつくってほしいという意見をいただい

たが、芦別市は来年度中学校が１校体制になるので、移行という部分ではスムーズにいくので

はないかと感じている。 

【委員（学校関係者）】 

地域の実態に即した形にしていくことが目指すべき方向性だと考えている。また、どうして

も費用が発生するのでその部分をどうするのか、加えて、指導者をどうするかということで人

を確保することと、指導者の質を高めていくための研修制度も必要になるだろうと感じた。課

題は山積していると考える。登別市は一般財団法人文化スポーツ振興財団があり組織がきちん

としている。芦別でやるのであれば法人格を持ったものを設立して、そこで協力団体をコーデ

ィネートしていく形になるのか、進めていくとすればそういったことを感じたところである。 
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内                  容 

◆留萌市 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

指導者の問題として学校の先生が指導者をやられている中で、休日を教員ではなく地域の指

導者を配置できるかが一番の問題だと感じている。そこから最初に手を付けていけば進むので

はないかと感じている。 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

本年の１０月からバレーボール、陸上、野球がスタートしたということで、今は学校を退職

された先生が指導に当たっているということであったが、外部指導者が指導するとなれば資格

が必要になってくるし、留萌市も小平町と合同でやっているが距離の問題がある中で送迎は保

護者にお願いしているとのことであった。留萌市もこれから人口減少が進んでいくと思うの

で、将来的には単独ではチームが組めなくなっていくと思っている。 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

教職員の長時間労働の問題がある中で、学校の部活動は授業が終わってから始まるが、地域

に移行された場合に同じようにできるかが心配である。留萌市では NPO 法人留萌スポーツ協会

が教育委員会とタイアップして進めているが予算的なこともありぎりぎりの中で進めていると

いう話もあり予算が不足したときにどうするのか心配ではあるが、大変勉強になった。 

【委員（学校関係者）】 

留萌市では NPO 法人留萌スポーツ協会が軸になっており、その存在がとても大きく早期実現

に結びついていると感じた。指導員に関して一つの種目について複数指導員の配置が必要と言

っていたので、そういった部分で指導者の確保、予算の部分で問題が多いと感じた。留萌市は

人口規模からみても中学生の数が多い中での取組なので、芦別市においては競技の種目を限定

して進めていかなければ指導者や予算に関して難しいのではないかと感じた。 

【委員（公募委員）】 

人口の違い、地域特性の違いがあるので芦別市に合わせた取組をする際に、どれを選んで残

し、どれを広域連携にするのかが今後の課題であると感じた。また、安平町が思い切った方向

性を出したことが、悩んだうえでの決定だと思うが、機会があれば資料だけでも見させていた

だいて今後の芦別市が検討するにあたって一つの参考資料として見させていただけると議論が

盛り上がると感じた。 

【委員（公募委員）】 

吹奏楽を中心に話を聞かせていただいたが、人口規模と学校の規模が違い、複数校あって、

それぞれの学校が単独で維持できているということで地域移行の必要性をあまり感じていない

というところで、芦別市の場合は吹奏楽部が１校で人数も少ない中で活動しているが、これを

維持していくのか、もしくは広域連携を考えるのかというところで、留萌市は広域連携を考え

ていないとのことだったので、なかなか単純に比較ができないなと感じた。そのようなことも

あり、芦別モデルというものの確立が必要になると感じた。印象に残ったことは、外部指導者

の方と保護者の方が面通しをしっかりして、デリケートな部分が多いと言っていたので、移行

するとなると時間と労力が必要になると感じた。その他、安平町の事例が紹介されたが安平町

は令和７年度から部活動を廃止して部活動を移行して指導者のいない部活はやめてしまうとい

った大胆な切り口で動かれているという話を聞き、場合によってはそういうことも必要になっ

てくると感じた。加えて、指導者の関係で市の職員や建設業の地域貢献活動の一環で検討して

はどうかという話があったが、芦別市にも建設業があり経験豊富な方もいるのでそういう方に

お願いして指導していただくのも一つの方法かなと感じた。最後に、スポーツ協会の伊端理事

長さんが教育委員会の本気度が問われると言っていたので期待している。 

【委員（ＰＴＡ関係者）】 

印象に残ったことは、校長先生が、中学校で部活の顧問を先生にお願いするにあたって大変 
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内                  容 

苦労しているとのことであった。話を聞いていて地域移行は進めていかなければならないし、

先生の負担が少しでも軽くなればと考えている。もう一点、道中の車内での話であるが、来年

度中学校が統合し啓成中学校が空き校舎となるので、そこを吹奏楽部の活動場所に利用できた

ら良いという話を他のメンバーとしていたところであるので地域の資源を活用しながらできれ

ば良いと感じた。 

【委員（学校関係者）】 

留萌市は芦別市よりも人口が多いが中学生割合も多くて驚いた。そういう留萌市でさえ増毛

町や小平町との広域連携が不可欠な状態になっているということなので、芦別市でやるのであ

れば、広域連携は避けて通れないと感じたところである。加えて、安平町の事例であるが、資

料の８ページの⑤に詳しく記載があるのでご一読いただきたいが、これはあくまでも留萌市か

らの聞き取りの内容なので、可能であれば、安平町を視察するですとか、正式な資料をいただ

いたら良いと思う。やはり大胆といいますかこれくらいの割り切りが必要なのかなと思うし、

スポーツ協会の伊端理事長（元高校教諭）が教育委員会の本気度という話をしていたが、この

検討協議会の覚悟が必要ですよと言われましたので、覚悟を持ってやらなければならないとい

うことを実感したところである。 

 ⑷ 今後の進め方（小中学校、競技団体等との意見交換の実施について） 

事務局より資料に基づき説明 

【会長】 ただいま事務局より説明がありました。今後の進め方として、本市単独でも練習や

試合に参加できる種目と広域でなければ練習や試合に参加することが難しい種目など

を検討していくために、年明けから、競技団体等との意見交換を実施したいとの説明

がありました。また、今後の部活動のあり方や部活動が地域移行された際の学校や教

職員の関わり方を確認するために、小中学校との意見交換を行いたいとのことであり

ました。検討協議会の委員の中には、実際に子どもたちを指導されている方や学校の

校長先生もおりますので、意見交換の進め方等に関してご意見等があればご発言をお

願いします。 

【委員（学校関係者）】 

意見交換の要望事項として、取組の概要や青写真がないと意見をまとめることができないと

思う。最低でも活動の目的や指導体制、運営費と運営計画が盛り込まれた中である程度方向性

が見えないと意見を言いようがない。実際、今話されていた問題のほかに、学校運営の教育活

動の中で６月、７月に中体連があったり、８月に吹奏楽のコンクールがあったりして、それに

対して生徒たちが取り組んでいく中で壮行会があり、その他にも部活動と絡めた生徒会活動が

あるのでそれに対しての位置づけも変わってきてしまうので、子どもたちは中学校３年間いる

中で、新入生だったのが経験を積んで先輩になり、それなりのスキルを身につけて次の後輩に

受け継ぐといった生徒同士の関係も大きいものがあるので、そういった教育活動も含めた中で

の部活動の運営をしているので、それがどういった位置づけになっていくのか、今現在で理想

的な地域移行が進んでいるのが剣道と柔道であり、剣道と柔道は中体連に参加するときのみ先

生が引率している。アンケート調査結果を見ても求める目的がバラバラなので、何を目的とす

るかで活動内容も変わってくる。単純に土日に先生方の指導を休んでもらってとなっても、ほ

とんどが土日に大会等があり一概に土日に職員を外して地域にとはいかないと思うので、目的

に対して指導体制も変わってくると思っている。外部指導者になると報酬の部分も大きいので

運営費と運営計画など具体的な見通しがないと中学校の部活動を地域にどうぞといかなくなる

と思う。指導者を校務の部分でやりなさいと言えなくなるし、あくまでも先生方の犠牲と献身

の上で成り立っているので、校長であってもお願いする形で指導についていただいているのが

実態であり、そういったことを含めていくと先生方の意見は時間がかかると思っている。 
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内                  容 

４ 意見交換 

【会長】 次に、意見交換ということですが、先ほど事務局より説明のありましたアンケート

調査結果や先進地視察結果を聞いて感じたことや、前回の会議から約２か月になりま

すが、皆様方が所属されている団体や身の回りで話題になっていること、個人的に気

になっていること、或いは、今後の進め方に関して、「このように進めていったら良い

のではないか」など、どのようなことでも結構ですので、お話しいただければと思い

ます。まずは、先進地視察に参加されていない委員の方にご発言をお願いしたいと考

えておりますのでよろしくお願いいたします。お時間の都合もございますので、お一

人さま２分以内でお願いします。 

【委員（スポーツ・文化団体関係者）】 

先ほど剣道や柔道はうまくいっているとの話があったが、今、市内には少年団が７つくらい

ある。ほとんどが外部コーチで活動している。中学校がそういった外部の指導者を中に入れて

くれれば良いと思っている。実際に私も地元の高校で指導しているが、土日に顧問の先生が忙

しい時に私が入っていっており、そういう環境だから入っていけるが、中学校もそのような形

になれば良いと思っているが、中学校の顧問の先生がこれを受けてくれるのかが一番問題にな

ってくるし中学校の校長先生から話があったとおりだと思う。指導者の話もあったが、少年団

はすべて外部指導者であり、ある程度の指導者はいると思う。ただライセンスが必要になると

人数が限られてくるが経験や実績のある方はたくさんいるし、指導者の確保という部分では、

それほど苦労しないと思っている。一番心配しているのは中学校の先生が学校が受け入れてく

れるかどうか、本来は小学校、中学校、高校までは部活動も勉強も芦別市内で見守りたいとい

うのが市民の一人として考えてきたが、一番心配しているのは学校が受け入れてくれるかどう

かである。 

【委員（学校関係者）】 

現実的に芦別中学校で可能な部分はバレーボール部だと思っている。バレーボール部には専

門に指導できる先生がいなくて頼み込んでもってもらっている状態で、昨年度も人事の希望の

中ではバレーボール専門にできる先生を教育局に希望したが、教科のこともあってぴったり合

う方もいなく、希望どおり人事で配置していただくのは困難な状況である。したがってモデル

ケースとして地域移行できそうな部活動に対してコーディネーターの方が地域とつないでいた

だき、うまく地域移行できるように入っていただいて、できる競技から取り組んでいくのが現

実的だと思う。 

【委員（学校関係者）】 

先進地視察の資料が貴重だなと感じている。特に留萌市の提言書の１３項目は第１回目の会

議で出されたものとほぼ同じようなところで各地域とも共通の課題を抱えていて、解決しなが

ら取組を進めているということで参考になった。少し話題になっているのが、広域連携という

ことで野球やサッカーは他の市町と合同チームをつくって大会に参加したり練習したりしてい

るが、ここをどうするというのが今後の課題になってくると、保護者や様々な方からお話を聞

くと一つの課題だと思っている。 

【委員（学校関係者）】 

高校としても中学校からお話が合ったとおり人事異動があるので今指導者がいても人事でど

う動くかわからないので不安定な部分がある。このようなこともあり、地域において指導者の

確保をしていく必要があると思うので、競技団体等に意見を聞いていくのは進めるべきと思っ

ている。現状では、高校で新しく部活をつくるという話はないし、部活動以外の種目で頑張っ

ている生徒にも引率の時に顧問をつけるなどの対応をしているので、その時その時でできる、

教員がお手伝いをするという方向性になると考えている。やはり地域の指導者がどれだけ確保 
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内                  容 

できるかという部分に照準を合わせていくのが方向性として良いのではないかと考えている。 

【委員（ＰＴＡ関係者）】 

今後、小中学校との意見交換を行っていくということであるが、芦別中学校の顧問の先生の

率直な意見も聞いていただきたいと思う。現状、部活動がどのようになっているのか、単独で

できているのか他のまちの学校と合同チームなのか、もし仮に地域移行した場合に今の顧問の

先生はどう考えているのか、こうしてほしいといった意見があると思うので、顧問の先生のお

話も聞ければよいと考える。 

【委員（ＰＴＡ関係者）】 

先進地視察の資料と委員の皆さんの意見が参考になった。地域移行を進めていくにあたって

は、指導者の確保や予算面に課題があると感じた。保護者の立場としては、子どもを指導者の

方に安心して預けられることがありがたいことだと思うので、外部指導者と保護者の面通し

が、地域移行を進める際は大切になってくると思うのでとりいれていただきたいと思う。 

【委員（公募委員）】 

中学校のバレーボール部の人数が多いということもあって１年生がなかなか試合に出られな

いという環境もあり、個人的に中学校の部活動がない日にバレーボール部の１年生を集めて活

動している。私は指導者という立場で何ができるかを考えているが、社会人になっても続けら

れるチームづくりができれば部活動以外の部分でも地域移行しやすい体制になってくると思っ

ている。大人も一緒になってやれる、それが指導の延長になっていくといった環境づくりがで

きたら、このまちも活気づくのではないかと思っている。 

【会長】 ありがとうございました。先ほど、先進地視察の部分でご発言された委員の方で、

さらに補足したいことや、今後の進め方に関してお話ししたいことがあれば、挙手の

うえご発言願います。 

【委員から特に意見なし】 

【会長】 今、皆さんよりご発言いただきました。皆さんのご発言に対し、事務局から何かあ

ればお話ください。 

【事務局（学務課長）】 委員の皆様からいろいろな角度からご意見をいただき感謝いたしま 

す。先ほども今後の進め方としてお話をさせていただいたが、学校との 

意見交換、各競技団体等との意見交換やアンケート調査結果や先進地視 

察結果を踏まえて、皆様方とざっくばらんな意見交換が図られるような 

形で進めていき、第３回目の検討協議会で中間報告させていただきたい 

と考えており、改めて委員の皆様からご意見を頂戴したいと考えている 

のでよろしくお願いしたい。 

５ 事務連絡 

・次回検討協議会開催について（事務局より説明） 

※道教委の部活動の在り方検討支援アドバイザー派遣支援事業を予定している。 

  ・意見集約シートについて 

次回の会議に向けての意見や本日発言出来なかった事などを記載して事務局へ提出いた 

だきたい。 

【会長】 ただいまの事務連絡について、何か、質問・確認等あればご発言ください。 

【委員から特に意見なし】 

６ その他 

【全体を通して特に意見なし】 

７ 閉会 

 


